
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アルカ

コート

タナトス

ステーシー

13

16

煉獄

11
ケーキ

雪

故郷

あの日

2055

ああ、見える。すこし発展した街の光景が。まわりの技術に追いつこうと頑張っていた街でした。 　街の人々はりっぱな頭脳を持っていました。そうしないと周りに追いつけないから。

大きな街を見たかった。そんなものはもう存在しない、すべて塵になったなんてウソだ。 　もっといろんな色だって見てみたい。こんな世界は一部だけに違いない。 　だから遠くへ行こう。遠くへ行ってしまおう。そう決心したのでしょう。 　走り去っていくヒトの絵が、そこにあります。

影絵の物語が映し出されます。 　こどもがいた街は、発展を重ねて科学的に進歩した街でした。量子コンピューターになんか負け ないぞ。そんな気持ちをみんなが持っていました。 　そんなものには頼らない。人の知恵と助け合いだけで、この街は発展してきたのですから。 　でも、限界を迎えそうでした。だから、あるこどもはよそを見に行くことにしました。 　大事な人を置き去りにしてでも、　技術を盗みに行ったのです。 　だってそうすれば、この街は負けない。置いて行かれない。そうしたら大事な人は、もっと笑顔 を見せてくれるはずなのです。 　でも、そのこどもが街に戻ることも、大事な人と再会することもありませんでした。 　……数字が見える。２０５５。どういう意味だろう？

2 1 3

1 0 1

1 0 1

たからもの

ベティ

カリン

クリスティーナ

依存

執着

執着

信頼

3

3

1

3

3

3

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

看破

死神

刹那

死人の流儀

のうみそ

めだま

あご

カンフー

アドレナリン

発勁

こぶし

うで

誰かの家の鍵

誰かの家の鍵

かた

大鋏

せぼね

はらわた

はらわた

あるびの

ほね

ほね

あし

ラピッド

オート

オート

ジャッジ

オート

オート

アクション

オート

オート

ラピッド

アクション

ジャッジ

オート

オート

アクション

アクション

アクション

オート

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

0

なし

なし

参照

2

0

2

1

4

3

1

1

3

3

1

0-3

自身

自身

0-1

0

0

0

0

自身

0

自身

0-1

自身

自身

0

対象の『ラピッド』『ジャッジ』『ダメージ』マニューバの効果を1つ打ち消す

白兵攻撃の出目+1

自身の攻撃マニューバに対して、自身以外は『ラピッド』『ジャッジ』でマニューバを宣言できない

支援2か妨害2　コストとして任意の基本パーツ1つ損傷

2

1

肉弾攻撃1

1

1

移動1　自身に対しては不可

肉弾攻撃1

支援1

たからもの

たからもの2

移動1

白兵攻撃2+切断(切断判定-2)

次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1

支援1

移動1

移動1

妨害1

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

